


広報

いずみざき ２

広報いずみざき

スナップショット

〜ちびっ子探検隊
村役場訪問〜

11月号のおもな内容
CONTENTS

●秋の大運動会……………………３

●平成22年度決算報告……………４

●泉崎村敬老会……………………11

●マンスリートピックス…………12

●インフォメーション……………15

●ｅ-村民交流会 …………………18

●泉崎南東北だより………………19

●健康いちばん……………………20

●こちらパイン食楽部です………21

●みんなの広場……………………22

●行事………………………………24

自主避難　６世帯　13名
住家被害　全壊54世帯　大規模半壊62世帯　半壊239世帯

一部損壊561世帯
非 住 家　公共施設９棟　その他（プール３棟）

東日本大震災被害状況（平成23年10月24日現在）

～ありがとうございました～　義援金一覧 10月26日現在

10月21日（金）ちびっ子探検隊・

村役場訪問

泉崎第一小学校、２学年児童にて、
村の探検を行いました。児童自らが
選んだ自然環境やお店や公共施設な
どで、人々のくらしや様子などを調
べました。
写真は、村役場へ探検に訪れた探
検隊の児童の皆さんです。
瞳を輝かせながら、たくさんの質問
をしておりました。

＜災害義援金を受け付けております＞
村では、今回の震災の被害が甚大であることから、皆さまからの義援

金を受付けております。ご協力いただける場合は、下記の口座にお振込
みいただくか、泉崎村役場災害対策本部までお願いいたします。
○口座振込先

東邦銀行白河支店　（普）3157
泉崎村会計管理者　溝井邦男

※義援金は寄付金控除の対象となります。
受領書を発行いたしますので、お手数ですが、電話・はがき・メー
ルなどで氏名、住所等をお知らせください。

（1）所得税法第78条第２項第１号の規定に基づく寄付金控除（２千円を
超える分）

（2）地方税法第37条の２第１項第１号及び第314条の７第１項第１号の
規定に基づく寄付金控除（５千円を超える分）

（3）法人税法第37条第３項第１号の規定に基づく損金
お問合せ先 泉崎村災害対策本部

TEL：0248-53-2111 FAX：0248-53-2958
MAIL：soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

＜ふるさと納税＞ 愛郷基金について
『ふるさと納税』は、全国的な広がりを見せており、厳しい財政運営

が強いられている自治体では、本制度を活用した様々な施策展開がなさ
れております。泉崎村にも『ふるさと納税（寄附金）』として全国各地
の方々から応援をいただいており、これまで皆様から頂戴した『ふるさ
と納税（寄附金）』は、現在『愛郷基金』として積み立てております。
将来には、この基金による村づくり事業等を進めてまいりますので

『泉崎村』へのふるさと納税をよろしくお願い申し上げます。
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/2503.html
お問合せ先 泉崎村役場行政推進室

TEL：0248-53-2409 FAX：0248-53-2958

10/11 穂積正司様（東京都渋谷区）

10/26 泉崎村友の会　秋の旅行参加者　代表　鈴木利男様

東日本大震災被害における本村へ寄せられました災害義援金の
総額は、19,434,438円となっております。

10月２日豸村内一斉に線量低減化の作業を実施しました。主に通学路
の歩道や側溝及びガードレール等の除染を行いました。
土砂や汚染物質は、村公有地に穴を掘り、

耐水シートにて防護した後、土を被せて一時
仮置き場といたしました。なお、当事業にて
実施した村内500ヶ所の線量ポイントについ
ては、データがまとまり次第、公表して参り
ます。自治組合長及び線量低減化活動にご協
力頂きました皆さま、誠にありがとうござい
ました。

＜村内一斉『線量低減化事業』＞

線量低減化の作業の様子

10/５　下條村　ＪＡパーク下條店様

広報

いずみざき３

飛び出せ“元気”
各校で秋の大運動会が開催されました
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泉
崎
村
財
政
状
況
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基

づ
き
、
平
成
22
年
度
の
決
算
状
況
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

平
成
22
年
度
の
各
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月
定
例
村
議
会
に
お
い

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
22
年
度
の
歳
出
決
算
額
は
、
一
般
会
計
４
７
億
６，
７
２
２
万
円
、
特

別
会
計
１
３
億
９，
２
４
２
万
６
千
円
、
企
業
会
計
４
億
３，
３
８
５
万
１
千

円
で
合
計
６
５
億
９，
３
４
９
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総
額
４，
８
３
５，
４
４
４，
０
０
６

円
、
歳
出
総
額
４，
７
６
７，
２
２
０，
２
９
５
円
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
６
８，

２
２
３，
７
１
１
円
と
な
り
、
う
ち
繰
越
財
源
が
２，
４
２
７，
０
０
０
円
で
、

実
質
収
支
は
６
５，
７
９
６，
７
１
１
円
の
黒
字
と
な
り
、
平
成
17
年
度
以
降

黒
字
決
算
が
続
い
て
い
ま
す
。
（
歳
入
歳
出
額
の
前
年
度
と
の
比
較
に
つ
い

て
は
、
別
表
「
平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
盧，

盪
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。）歳入

で
は
、
村
税
で
、
個
人
住
民
税
、
固
定
資
産
税
が
減
少
し
ま
し
た
が
、

法
人
住
民
税
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
り
、
村
税
全
体
で
は
０
・
２
％
の
増
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
別
表
「
村
税
の
内
訳
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

税
以
外
の
主
な
歳
入
に
つ
い
て
前
年
度
と
比
較
し
て
み
ま
す
と
、
繰
入
金

で
１
４
７，
２
５
４
千
円
、
繰
越
金
で
８
９，
３
５
９
千
円
、
諸
収
入
で
５
６，

５
９
８
千
円
が
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
な
っ
た
も
の
の
、
普
通
交
付
税
の
１
０
６，

７
４
２
千
円
増
に
よ
り
地
方
交
付
税
で
９
４，
３
１
１
千
円
（
11
・
０
％
）、

定
住
促
進
住
宅
使
用
料
の
１
０，
０
２
５
千
円
の
増
に
よ
り
使
用
料
及
び
手
数

料
で
９，
７
６
６
千
円（
34
・
３
％
）
、
地
域
活
性
化
・
公
共
投
資
臨
時
交
付

金
７
９，
４
５
９
千
円
、
地
域
活
性
化
・
き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付
金
５
４，

８
５
７
千
円
の
増
に
よ
り
国
庫
支
出
金
で
２
２
４，
３
５
８
千
円
（
１
５
８
・

１
％
）、
緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
費
４
０，
６
５
０
千
円
の
増
に
よ
り
県
支

出
金
で
６
０，
２
３
８
千
円
（
６
０
・
５
％
）
、
財
産
売
払
収
入
１
２，
９
８

７
千
円
の
増
に
よ
り
財
産
収
入
で
１
４，
９
７
４
千
円
（
４
７
８
・
１
％
）、

臨
時
財
政
対
策
債
８
５，
３
１
８
千
円
、
一
般
公
共
事
業
債
１
８
０，
８
０
０

千
円
、
振
興
基
金
９
５
０，
０
０
０
千
円
の
増
に
よ
り
村
債
で
１，
２
３
９，
９

１
８
千
円
（
６
５
７
・
３
％
）
な
ど
が
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
人
件
費
で
退
職
者
不
補
充
な
ど
に
よ
り
職
員

給
で
は
減
額
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
退
職
手
当
組
合
負
担
金
延
納
分
の
３
１，

６
５
２
千
円
な
ど
に
よ
り
３
８，
０
３
４
千
円
（
５
・
４
％
）
の
増
。

平
成
22
年
度
の
決
算
に
つ
い
て

一
般
会
計
に
つ
い
て

平成22年度一般会計決算

（2）平成22年度歳出決算額　　　　（単位：円）

（1）平成22年度歳入決算額　　　　　 （単位：円）

款 平成22年度
決算額

平成21年度
決算額 差　引 伸率％

１議会費 65,293,880 61,938,308 3,355,572 5.4％

２総務費 557,818,363 587,601,286 △29,782,923 -5.1％

３民生費 656,272,270 547,298,646 108,973,624 19.9％

４衛生費 362,312,161 433,891,816 △ 71,579,655 -16.5％

５労働費 33,616,012 43,879,177 △ 10,263,165 -23.4％

６農林水産業費 298,048,656 91,480,430 206,568,226 225.8％

７商工費 63,667,224 84,513,600 △ 20,846,376 -24.7％

８土木費 240,917,033 195,427,168 45,489,865 23.3％

９消防費 112,571,400 115,292,567 △ 2,721,167 -2.4％

10教育費 391,699,090 333,860,674 57,838,416 17.3％

11災害復旧費 6,732,428 0 6,732,428 皆増

12公債費 1,978,271,778 877,867,010 1,100,404,768 125.3％

歳出合計 4,767,220,295 3,373,050,682 1,394,169,613 41.3％

款 平成22年度決算額 平成21年度決算額 差引 伸率％

１村税 1,329,452,992 1,326,896,752 2,556,240 0.2％

２地方譲与税 45,157,031 46,641,838 △ 1,484,807 -3.2％

３利子割交付金 1,982,000 2,377,000 △ 395,000 -16.6％

４配当割交付金 674,000 532,000 142,000 26.7％

５株式等譲渡所得割交付金 189,000 259,000 △ 70,000 -27.0％

６地方消費税交付金 73,018,000 73,144,000 △ 126,000 -0.2％

７ゴルフ場利用税交付金 4,891,075 5,671,925 △ 780,850 -13.8％

８自動車取得税交付金 8,527,000 8,930,000 △ 403,000 -4.5％

９地方特例交付金 15,484,000 10,435,000 5,049,000 48.4％

10地方交付税 952,367,000 858,056,000 94,311,000 11.0％

11交通安全対策特別交付金 1,293,000 1,356,000 △ 63,000 -4.6％

12分担金及び負担金 18,732,934 15,160,256 3,572,678 23.6％

13使用料及び手数料 38,207,898 28,441,877 9,766,021 34.3％

14国庫支出金 366,299,534 141,942,340 224,357,194 158.1％

15県支出金 159,885,259 99,646,953 60,238,306 60.5％

16財産収入 18,105,692 3,131,753 14,973,939 478.1％

17寄附金 4,550,342 5,545,320 △ 994,978 -17.9％

18繰入金 219,589,677 366,844,333 △147,254,656 -40.1％

19繰越金 105,037,335 194,396,079 △ 89,358,744 -46.0％

20諸収入 43,447,237 100,044,591 △ 56,597,354 -56.6％

21村債 1,428,553,000 188,635,000 1,239,918,000 657.3％

歳入合計 4,835,444,006 3,478,088,017 1,357,355,989 39.0％
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扶
助
費
で
は
子
ど
も
手
当
及
び
乳
幼
児
・
児
童
医
療
費
（
対
象
年
齢
拡
大
）
に
よ
り
８
８，

４
８
８
千
円
（
45
・
６
％
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
普
通
建
設
事
業
補
助
事
業
費
で
は
、
道
路

改
良
事
業
５
４，
７
２
１
千
円
、
村
内
一
円
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
す
る
地
域
情
報
通
信

基
盤
整
備
事
業
９
５，
２
５
０
千
円
、
天
王
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
２
７，

０
６
２
千
円
な
ど
が
増
加
し
た
。
単
独
事
業
費
で
は
、
雇
用
促
進
住
宅
購
入
費
３
２，
６
０
５

千
円
な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
に
比
較
し
６
１，
６
２
７
千
円
の
減
。
物
件
費
で
は
、
学
校

情
報
通
信
環
境
整
備
事
業
と
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
備
品
購
入
費
が
増
加

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
物
件
費
全
体
で
は
、
４
４，
１
９
８
千
円
（
13
・
８
％
）
の
増
と
な
っ

た
。
維
持
補
修
費
で
は
、
教
育
施
設
及
び
消
防
施
設
維
持
補
修
費
の
減
に
よ
り
、
３，
９
７
０

千
円（
63
・
９
％
）
の
減
。
補
助
費
で
は
、
定
額
給
付
金
事
業
が
１
１
１，
１
６
１
千
円
の
減

と
な
っ
た
も
の
の
、
国
営
土
地
改
良
事
業
隈
戸
川
地
区
負
担
金
２
１
６，
１
３
５
千
円
の
増

な
ど
に
よ
り
、
５
１，
６
９
５
千
円
（
７
・
５
％
）
の
増
と
な
っ
た
。

村
で
は
こ
れ
ま
で
、
自
主
的
財
政
再
建
計
画
に
基
づ
き
経
費
の
節
減
に
向
け
て
努
力
し

て
参
り
ま
し
た
。
人
件
費
の
抑
制
な
ど
歳
出
削
減
を
図
る
一
方
で
、
福
島
県
市
町
村
振
興
基

金
借
入
金
に
つ
い
て
多
額
の
繰
上
償
還
を
行
う
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
努
力
を
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
る
社
会
福
祉
費
の
増

大
、
福
島
県
市
町
村
振
興
基
金
の
完
済
に
向
け
て
の
支
出
な
ど
確
実
に
負
担
が
見
込
ま
れ
る

部
分
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
健
全
な
る
財
政
運
営
に
、
よ
り
一
層
努

め
て
参
り
ま
す
。

■村税の内訳　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　　分 平成22年度 平成21年度 差　引 増減率

村民税 355,351 314,168 41,183 13.11％
固定資産税 890,602 930,252 △ 39,650 -4.26％
軽自動車税 14,922 14,491 431 2.97％
たばこ税 57,508 56,034 1,474 2.63％
特別土地保有税 0 0 0 0％
入湯税 11,070 11,952 △ 882 -7.38％

1,329,453 1,326,897 2,556 0.19％

■性質別歳出内訳　　　　　　　　　　（単位：千円）
区　　　分 平成22年度 平成21年度 差　引 増減率

人件費 741,476 703,442 38,034 5.41％
物件費 363,999 319,801 44,198 13.82％
維持補修費 2,240 6,210 △ 3,970 -63.93％
扶助費 282,438 193,950 88,488 45.62％
補助費等 739,251 687,556 51,695 7.52％
普通建設事業費 224,321 88,599 135,722 153.19％
災害復旧費 6,733 0 6,733 皆増
公債費 1,978,272 877,867 1,100,405 125.35％
積立金 113,878 158,947 △ 45,069 -28.35％
投資及び出資金 956 713 243 34.08％
貸付金 13,454 3,000 10,454 348.47％
繰出金 300,202 332,966 △ 32,764 -9.84％
前年度繰上充用金 0 0 0 -
歳出合計 4,767,220 3,373,051 1,394,169 41.33％

財
政
ひ
と
口
メ
モ

▼
地
方
交
付
税：

所
得
税

な
ど
国
が
徴
収
し
た
税
金

の
中
か
ら
、
村
の
財
政
状

況
に
応
じ
て
交
付
さ
れ
る

お
金
。

▼
国
庫
・
県
支
出
金：
特
定
の
目
的
の

た
め
に
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
。
▼
村
債：

村
の
借
金
の
こ
と
。
大

き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や
金
融

機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金
。
▼
地
方

消
費
税
交
付
金：

県
が
地
方
消
費
税
と

し
て
徴
収
し
、
人
口
割
合
な
ど
に
応
じ

て
交
付
さ
れ
る
お
金
。
▼
地
方
譲
与
税

：

国
が
徴
収
し
た
自
動
車
重
量
税
な
ど

か
ら
配
分
さ
れ
る
お
金
。
▼
地
方
特
例

交
付
金：

恒
久
的
な
減
税
に
伴
う
減
収

を
補
う
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お

金
。
▼
繰
入
金：

各
種
基
金
の
取
り
崩

し
及
び
他
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
る
お
金
。

▼
補
助
費
等：

各
種
団
体
へ
の
補
助
金

や
病
院
、
水
道
事
業
会
計
な
ど
へ
の
補

助
金
。
▼
扶
助
費：

児
童
福
祉
や
障
が

い
者
等
を
援
助
す
る
た
め
の
お
金
。
▼

公
債
費：

村
債
返
済
の
た
め
の
お
金
。

▼
物
件
費：

委
託
料
や
使
用
料
、
光
熱

水
費
、
消
耗
品
費
、
臨
時
職
員
の
賃
金
、

備
品
購
入
費
、
修
繕
料
な
ど
。
▼
繰
出

金：

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
へ

の
繰
出
金
。
▼
投
資
及
び
出
資
金
・
貸

付
金：

水
企
業
団
へ
の
出
資
金
。
▼
維

持
補
修
費：

施
設
や
道
路
な
ど
の
維
持

補
修
費
。
▼
繰
上
充
用：

会
計
年
度
の

歳
入
が
、
歳
出
に
不
足
す
る
こ
と
と
な

っ
た
場
合
、
翌
年
度
の
歳
入
を
繰
り
上

げ
て
、
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
。
▼
普
通

建
設
事
業
費：

道
路
や
学
校
な
ど
の
住

民
生
活
に
必
要
な
も
の
を
建
設
す
る
経

費
。
▼
災
害
復
旧
費：

災
害
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
公
共
施
設
等
を
復
旧
す
る

た
め
の
費
用
。

歳出総額　47億6,722万0千円 歳入総額　48億3,544万4千円
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特別会計と企業会計は、一般会計と切り離し、特定の事業ごとに分け
て経理（会計）をしているものです。
泉崎村では、３の企業会計（住宅用地造成事業・工業用地
造成・水道事業）と7つの特別会計があります。

日
本
経
済
は
、
急
激
な
円
高
の
進

行
や
デ
フ
レ
の
影
響
、
さ
ら
に
３
月

11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
経
済
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
、

個
人
所
得
の
伸
び
悩
み
、
消
費
活
動

は
低
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
に
お
い
て
、
村
で
は

現
地
無
料
招
待
会
や
首
都
圏
で
の

『
田
舎
暮
ら
し
相
談
会
』
等
を
始
め

と
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
、

懸
命
に
販
売
活
動
を
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
天
王
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
４
区
画
と
買
い
増
し
２
件
で
、
１，

６
９
８
㎡
を
売
却
。
収
益
的
収
支
で

は
、
当
年
度
純
利
益
１
４，

０
１
８

千
円
、
資
本
収
支
で
は
、
当
年
度
損

益
勘
定
留
保
資
金
と
純
利
益
で
、
５

０，

３
５
６
千
円
を
一
般
会
計
へ
貸

付
し
ま
し
た
。 平

成
22
年
度
企
業
会
計
決
算
報
告

経
済
情
勢
は
、
各
種
政
策
の
効
果
、

猛
暑
の
影
響
、
新
興
国
の
需
要
拡
大
な

ど
に
よ
り
緩
や
か
な
回
復
が
見
ら
れ
た

も
の
の
、
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
本
村
と
し
ま

し
て
は
、
懸
命
な
販
売
促
進
を
図
っ
て

参
り
ま
し
た
が
、
せ
っ
か
く
の
土
地
売

却
予
定
事
業
案
が
福
島
原
発
事
故
の
影

響
で
破
談
す
る
な
ど
し
、
結
果
と
し
て

は
、
７，

４
４
６
㎡
の
販
売
と
な
り
、

残
面
積
は
、
１
３
３，

７
７
０
㎡
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
当
年
度
純
損
失
５
５，

９
９
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
資
本

収
支
で
は
、
当
年
度
損
益
勘
定
留
保
資

金
で
５
１，

１
７
９
千
円
を
一
般
会
計

に
貸
付
し
ま
し
た
。

住
宅
用
地
造
成
事
業
会
計

特別会計と企
業会計ってな
～に？

（単位：千円）

資　本　的　収　支
収入
貸付金償還金 31,545

収入合計 31,545

支出
他会計貸付金 50,356
他会計出資金返還金 26,904
納付金 12,063

支出合計 89,323

工
業
用
地
造
成
事
業
会
計

（単位：千円）
資　本　的　収　支

収入
貸付金償還金 1,169

収入合計 1,169

支出
他会計貸付金 51,179
他会計出資金返還金 0
納付金 6,758

支出合計 57,937

　

収益的支出総額
9,894万3千円

収益的収入総額
1億1,296万1千円

収益的支出総額
1億976万2千円

収益的収入総額
5,376万4千円
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水
道
事
業
会
計

当
村
の
平
成
22
年
度
末
給
水
人

口
は
、
５，

６
８
７
人
で
普
及
率

は
85
･
69
％
、
ま
た
給
水
戸
数
は

１，

９
７
８
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

総
配
水
量
は
１
１
９
万
６，

１

６
７
裙
で
前
年
と
比
較
し
て
４
８，

１
５
７
裙
増
量
と
な
り
、
一
日
最

大
で
は
４，

１
０
１
裙
、
一
日
平

均
で
は
３，

２
７
７
裙
で
あ
り
、

増
量
の
要
因
は
一
部
企
業
等
の
使

用
水
量
が
回
復
し
た
こ
と
が
主
た

る
要
因
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
安
定
的
な
水
道
用
水
確

保
と
な
お
一
層
の
経
費
縮
減
を
図

り
効
率
的
な
経
営
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

（単位：千円）

資本的収支
収入
他会計補助金 9,751

収入合計 9,751

支出
建設改良費 17,472
企業債償還金 71,516

支出合計 88,988

国民健康保険特別会計

その他の特別会計

国保会計や老人保健など合わせて7つの特別会
計です。すべて黒字会計となっております。

平
成
22
年
度
特
別
会
計
決
算
報
告

（単位：千円）

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出 差　引 備　　　　　考

介 護 保 険 特 別 会 計 403,014 384,920 18,094

農業集落排水処理事業特別会計 325,928 245,029 80,899 うち6,000千円は繰越明許費、
68,779千円は、事故繰越。

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 46,628 46,036 592

老 人 保 健 特 別 会 計 970 968 2

介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計 8,948 8,207 741

国民健康保険診療所特別会計 5,173 4,932 241

国民健康保険を除いた特別会計の合計 790,661 690,092 100,569

収益的支出総額
2億2,514万6千円

※水道事業会計は、消費
税を含めない金額とな
っています。

収益的収入総額
2億2,919万5千円

歳出合計
7億233万4千円

収入合計
7億9,054万5千円
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基 金
特定の事業を行ったり、

財源が不足したりするとき
に使う村の貯金です。
○現在高　5億8,377万円
財政調整基金など13基金

◆財政調整基金：年度間の財源の不均等を調整するためのもの。◆減債基金：地方債(国等からの借
入金)の返済に充てる財源を積み立てるもの。◆交通遺児奨学基金：交通遺児の奨学金にあてるもの。◆地域福祉基
金：高齢者等の在宅福祉の向上と保健福祉の増進の事業に充てるもの。◆ふるさと水と土保全対策基金：土地改良施設
の機能を適正に発揮させるための事業に充てるもの。◆土地開発基金：公用及び公共用に供する土地を取得するために
充てるもの。◆教育振興基金：学校等の振興に充てるもの。◆育英基金：経済的理由により修学困難な学生に対する奨
学資金に充てるため。◆介護給付費準備基金：介護保険事業の運営により生じた剰余金を管理するため積み立てるもの。
◆愛郷基金：ふるさと納税により寄附金を適正に管理するためのもの。◆泉崎カントリーヴィレッジ･ターミナル施設
整備基金：当該施設の施設・設備の修繕等に要する資金を積み立てるためのもの。◆介護保険臨時特例基金：介護保険
料の上昇を抑制するため。◆地域雇用創出推進基金：雇用創出につながる事業を実施するためのもの。◆土地開発基
金：公共の利益のために土地を取得するためのもの。

決算年度末の地方債の残高が｢地方債現在高｣です。
※地方債とは…
地方債とは、地方自治体が行う借金です。「借金」というとあまり良くないイメージを持たれるかもしれませ
んが、借金をしないで施設や道路を建設すると、その莫大な費用は現在の住民の方だけの負担になってしまい
ます。しかし、施設や道路は将来にわたって住民の方に利用されます。そこで、将来の住民の皆様にもその費
用を負担していただくことが公平な市民負担になると考えられ、将来にわたり返済をしていく借金をしている
わけです。

村民の皆さまの負担状況です。

地方債現在高とはの？

資産の状況

基金や財産などはどれ
くらいあるの？

基　　金　　名 金　額
財 政 調 整 基 金 279,597
減 債 基 金 56,725
ふ る さ と 水 と 土 保 全 対 策 基 金 6,504
地 域 福 祉 基 金 101,566
教 育 振 興 基 金 14,258
交 通 遺 児 奨 学 基 金 1,405
介 護 給 付 費 準 備 基 金 9,573
育 英 基 金 78,492
愛 郷 基 金 5,138
泉崎カントリーヴィレッジ・ターミナル施設整備基金 4,797
介 護 保 険 臨 時 特 例 基 金 980
地 域 雇 用 創 出 推 進 基 金 26,702
土 地 開 発 基 金 1,640

計 587,377

基金現在高（平成22年度末） （単位：千円）

地方債現在高（平成22年度末） （単位：千円）

村民負担の状況（村民１人当たりの村税額） （単位：円）

用語の解説

※病院事業会計は、平成20年度末で病院事業を廃止したため、
一般会計に含まれる。

人口は、平成22年３月31日及び平成23年3月31日現在の住民基本台帳による。
税額は、それぞれの年度の収入済額
平成22年3月31日　6,927人　　平成23年3月31日　6,851人

会　　　計　　　名 金　　額
一 般 会 計 4,784,075
農 業 集 落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 1,818,207
水 道 事 業 会 計 931,101

計 7,533,383

税　　目 平成22年度 平成21年度 比　較 伸　率
村 民 税 51,868 45,380 6,488 14.30％
固 定 資 産 税 129,995 134,371 △ 4,376 -3.26％
軽 自 動 車 税 2,178 2,093 85 4.06％
た ば こ 税 8,394 8,094 300 3.71％
特別土地保有税 0 0 － －
入 湯 税 1,615 1,726 △ 111 -6.43％

計 194,050 191,664 2,386 1.24％
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財政再建進捗状況報告

TEL&FAX  52 -3044
〒96１-０１０２ 中島村大字滑津字背戸原西1-47

白河装美　白河装美　ハウスクリーニング

お客様の喜び

いずみざきの財政
再建はどうなの？

財政再建につきましては、村民の皆様のご理解とご協力をいただきながら取り組みを進め
ているところであります。平成11年度末における特別会計事業等の赤字額68億2,627万2
千円の、平成22年度末の解消状況についてお知らせします。
平成22年度までに58億7,627万2千円の赤字を解消し、赤字残額は9億5,000万円とな
り、赤字解消率は86.1％となっております。

平成22年度の赤字解消額　　6億1千938万3千円

平成22年度の住宅・工業　事業会計等の赤字解消額

平成22年度末までの各事業別赤字解消額　　＊（A）の内訳

工業用地造成事業会計の赤字額
3,869,290千円

○住宅用地造成事業会計の赤字額
2,566,270千円

◆住宅用地造成事業 …　住宅用地販売代金51,664千円による債務の解消。
〈福島県市町村振興基金の償還〉

◆工業用地造成事業 …　一般財源等567,719千円による債務の解消。
内訳：工業用地販売代金　50,010千円

工業用地賃借料　 4,469千円
財産売払収入　 12,987千円
（中核工業団地内の雑種地と山林で一般会計所管分）

財政調整基金　 68,016千円
一般財源　　　　 432,237千円
〈福島県市町村振興基金の償還〉

工業用地造成事業 住宅用地造成事業

赤字解消状況＊（Ａ）
総額68億2,627万2千円

墓地公園造成事業の赤字　　 277,608千円　…　平成16年度において全額解消　
サイクリングターミナル特別会計の赤字　113,104千円　…　平成12年度において全額解消



平成22年度の決算がまとまり、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づく財政指標である「健全化
判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率）」と「資金不足比率」が確定しま
したので公表します。
この指標は、財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化

や再生の必要性を判断するためのもので、基準を上回った場
合は、基準未満とすることを目標とした財政健全化計画の策
定等が必要となります。

広報
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平成22年度決算に基づく健全化判断比率等の公表

１　健全化判断比率　

（注）「－」は、実質赤字額又は連結実質赤字額がないため、比率が算定されないことを表します。

※実質赤字額：当該年度に属すべき収入と支出との実質的な差額をみるもので、形式収支から翌年度に繰り越す
べき財源を控除した額。

※標準財政規模：標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準税収入額（法
定普通税の基準税額の合計）等に普通交付税を加算した額。

※資金の不足額：公営企業ごとに資金収支の累積不足額を表すもので、法適用企業は流動負債の額から流動資産の額を控除した額を
基本とし、法非適用企業は一般会計等の実質赤字額と同様に算定した額を基本とする。（法適用企業は企業会計方式
により経理が行われ、法非適用企業は一般会計と同じく、地方自治法に基づく財務処理を行う。）

※準元利償還金：元利償還金に準ずるとされるもので、公営企業に対する一般会計からの繰出金のうち公営企業が発行した地方債の
元利償還金に充てたとされる額や一部事務組合等が発行した地方債の元利償還金に対する負担金、また債務負担行
為（数年度にわたる工事を一括して契約するなど将来の財政支出を約束する行為）に基づく支出のうち元利償還金
に準ずるものなど。

一般会計等を対象とした実質赤字額

（※）の標準財政規模（※）に対する比率。
実質赤字
比　　率

福祉、教育、まちづくり等を行う一般会計等の赤字
の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合いを示すも
のです。

泉崎村の各比率は下表のとお
りで、いずれも基準を下回りま
したが、今後も一層の財政健全
化に努力して参ります。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

泉 崎 村 の 比 率 － － １６．７％ １２３．６％
＊早期健全化基準 １５．０％ ２０．０％ ２５．０％ ３５０．０％
＊財政再生基準 ２０．０％ ３５．０％ ３５．０％

全会計を対象とした実質赤字額又は資
金の不足額（※）の標準財政規模に対する
比率。

連結実質
赤字比率

すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体
全体としての赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化
の度合いを示すものです。

一般会計等が負担する元利償還金及び
準元利償還金（※）の標準財政規模に対す
る比率。

実質公債
費 比 率

借入金の返済額及びこれに準じる額の大きさを指標
化し、資金繰りの程度を示すものです。この比率は３
ケ年平均で、上表の16.7％は20、21、22年度の平均で
す。

一般会計等が将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率。

将来負担
比　　率

一般会計等の借入金や将来支払っていく可能性のあ
る負担等（退職手当、一部事務組合、第三セクターへ
の負担見込額など）の現時点での残高を指標化し、将
来財政を圧迫する可能性の度合いを示すものです。

公営企業会計ごとの資金の不足額の事
業の規模に対する比率。

資金不足
比　　率

公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である

事業収入の規模と比較して指標化し、経営状態の悪化

の度合いを示すものです。なお宅地造成事業である工

業会計と住宅会計は〔資本＋負債〕が事業規模になり

ます。（注）「－」は、資金の不足額がないため、比率が算定さ
れないことを表します。

２　資金不足比率

公営企業会計の名称 資金不足比率

水道事業会計（法適用） －

工業用地造成事業会計（法適用） －

住宅用地造成事業会計（法適用） －

農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） －

＊経営健全化基準 ２０.０％

………………………………………………………　用　語　の　解　説　………………………………………………
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９
月
30
日
貊
に
泉
崎
第
二
小
学
校
屋
内
運
動
場

で
村
内
に
住
む
70
歳
以
上
の
方
な
ど
約
４
０
０
名

を
迎
え
、
敬
老
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
対
象
者
は
、
70
歳
以
上
の
方
々
、
１，

２
４
１
名
、
米
寿
該
当
者
22
名
、
金
婚
該
当
夫
婦

14
組
、
し
あ
わ
せ
金
婚
該
当
夫
婦
９
組
で
す
。

式
で
は
、
久
保
木
正
大
村
長
が
、
今
年
一
〇
〇

歳
に
な
ら
れ
た
詩
人
、『
柴
田
ト
ヨ
』
さ
ん
の
『
地

団
駄
』
、『
教
わ
る
』
の
二
編
の
詩
を
紹
介
し
、「
大

勢
の
皆
様
方
と
盛
大
に
敬
老
会
を
開
催
出
来
ま
す

こ
と
に
、
お
祝
い
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
福
祉
の
向
上
は
も
と
よ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
早
期
復
興
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

敬
老
招
待
者
代
表
の
五
十
嵐
信
男
村
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
副
会
長
と
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん

に
は
村
長
か
ら
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に

は
村
社
会
福
祉
協
議
会
長
（
村
長
）
か
ら
、
し
あ

わ
せ
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
に
は
酒
井
俊
一
郎
福
島

民
報
社
白
河
支
社
長
と
郷
幸
男
郷
新
聞
店
社
長
、

小
山
田
豊
和
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
か
ら
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
三
村
博
昭
県
議
、
中
野
目
正
治
村
議
会

議
長
か
ら
「
人
生
の
先
輩
で
あ
る
皆
さ
ま
の
、
こ

れ
ま
で
の
経
験
は
大
変
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
今

後
も
お
元
気
で
、
我
々
後
輩
に
す
ば
ら
し
い
お
手

本
を
ご
教
示
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

と
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
者
を
代
表
し
て
「
今
泉
崎
村
は
、
東
日
本

大
震
災
の
復
興
と
財
政
再
建
に
、
行
政
や
議
会
、

そ
し
て
村
民
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
私
た
ち
も
震
災
復
興
と
一
日
も

早
い
財
政
再
建
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
、
惜
し
み

な
い
努
力
を
約
束
い
た
し
ま
す
。」と
小
山
田
豊
和

村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
後
の
人
気
芸
人
の
「
母
心
」・「
パ
チ
ッ
コ
リ

ン
」
の
皆
さ
ん
爆
笑
漫
才
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

泉
崎
第
二
小
学
校
の
マ
ー
チ
ン
グ
、
泉
崎
中
学
校

の
弦
楽
器
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
「
す
み
れ
会
」、サ
ー
ク

ル
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」、太
田
川
梅
若
和
讃
唄
念
佛

踊
保
存
会
、
峠
節
保
存
会
の
団
体
か
ら
お
祝
い
に

演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
明
る
い
元
気
な
笑
顔
を

泉
崎
村
敬
老
会
長
寿
を
祝
う
！

～ご長寿とご健勝を祝して　全員で万歳三唱～

米寿の表彰

■70歳以上の方（地区別）

金婚夫婦の表彰

謝　　辞

宿　　舘 １１９名
高　　根 ７５名
峠 １７７名
原 １２０名

太 田 川 １３０名
踏　　瀬 ８６名
関和久宿 １４７名
瀬 知 房 １６９名
八雲神社 １０１名
北 平 山 １１７名
計１,２４１名
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練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、

素
晴
ら
し
い
パ
レ
ー
ド
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

警
察
、
村
役
場
、
交
通
安
全

協
会
等
関
係
者
の
皆
様
、
ご
協

力
あ
り
が

と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ま
た
、

当
日
は
沿

道
で
た
く

さ
ん
の
皆

様
か
ら
の

ご
声
援
本

当
に
あ
り

が
と
う
ご

ざ
い
ま
し

た
。９

月
25
日
豸
盆
栽
教
室
の
研

修
旅
行
を
開
催
し
ま
し
た
。
研

修
は
、
新
潟
県
の
芽
常
園
と
北

方
文
化
博
物
館
、
渡
邊
邸
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
研
修
に
は

盆
栽
愛
好
家
13
名
が
参
加
し
ま

し
た
。
盆
栽
教
室
講
師
の
遠
藤

賢
次
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
、
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

第
13
回
西
白
河
郡
老
人
ク
ラ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

が
西
白
河
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
主
催
、
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
泉
崎
村
、
泉
崎
村
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
泉
崎
村
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
後
援
で

10
月
４
日
貂
、
泉
崎
村
・
さ
つ

き
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
で
開

催
さ
れ
、
西
白
河
郡
の
愛
好
者

１
２
０
名
が
プ
レ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

団
体：

優
勝
　
泉
崎
村
Ａ

準
優
勝
　
矢
吹
町
Ａ
　
第
３
位

西
郷
村
Ａ

敢
闘
賞
　
金
子
文
江
・
伊
藤
彬

・
窪
木
伸
典
・
菊
地
正
男
・
小

林
規
浩
・
三
村
　
緩
　
緑
河
ミ

ヨ
子

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
　
菊
地
正

男
・
三
村
　
緩
・
鈴
木
　
昇
・

金
子
文
江
・
緑
河
ミ
ヨ
子
　
佐

藤
四
良
・
窪
木
伸
典

10
月
８
日
貍
第
３
回
こ
ど
も

体
験
く
ら
ぶ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
お
楽
し
み
体
験
と
し

て
、
ひ
と
足
早
く
紅
葉
が
見
頃

と
な
っ
た
北
塩
原
村
の
ラ
ビ
ス

パ
裏
磐
梯
へ
出
か
け
、
心
身
と

も
に
お
も
い
っ
き
り
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
き
ま
し
た
。

屋
内
に
設
置
さ
れ
た
多
彩
な

プ
ー
ル
や
、
大
人
気
の
全
長
１

０
０
ｍ
に
お
よ
ぶ
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、

お
昼
は
バ
イ
キ
ン
グ
で
お
な
か

い
っ
ぱ
い
食
べ
た
り
と
大
変
楽

し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
体
験
を
通
し

て
、
子
供
達
は
自
ら
計
画
を
立

て
て
行
動
し
、
集
団
行
動
の
ル

ー
ル
を
守
る
事
の
大
切
さ
や
、

な
か
ま
に
思
い
や
り
を
持
っ
て

接
す
る
事
を
学
ん
だ
体
験
活
動

で
し
た
。

10
月
12
日
貉
は
お
月
見
で
し

た
。
食
育
活
動
の
一
環
と
し
て

各
ク
ラ
ス
で
お
月
見
の
活
動
を

し
ま
し
た
。

給
食
の
先
生
が
製
作
し
た
お

月
見
が
保
育
所
の
玄
関
の
所
に

飾
ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
こ

の
行
事
は
、
農
村
で
は
豊
作
を

祈
っ
て
、
畑
で
で
き
た
秋
の
収

穫
物
と
く
に
里
芋
を
供
え
て
い

た
こ
と
か
ら
「
芋
名
月
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
の
９

月
13
日
（
現
在
の
10
月
の
中
ご

ろ
）
の
月
見
を
（
十
三
夜
）
と

い
い
、
こ
の
時
期
は
秋
の
収
穫

を
祝
う
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た

の
で
、
豆
や
栗
な
ど
の
作
物
を

供
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、「
豆

名
月
」
と
か
「
栗
名
月
」
な
ど

と
も
呼
び
ま
す
。

10
月
16
日
豸
い
ち
ご
組
保
育

室
（
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
２

歳
児
保
護
者
を
対
象
に
運
動
遊

び
を
行
い
ま
し
た
。
震
災
の
た

め
、
運
動
会
を
行
う
場
所
が
な

く
今
回
の
よ
う
な
計
画
と
な
り

ま
し
た
。
親
子
で
楽
し
め
る
競

技
で
あ
っ
た
た
め
、
子
ど
も
達

や
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
表

情
は
終
始
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し

た
。こ

の
経
験
を
通
し
て
子
ど
も

達
は
、
こ
れ
か
ら
の
保
育
所
生

活
や
、
一
番
上
の
お
兄
さ
ん
・

お
姉
さ
ん
と
し
て
色
々
な
場
面

で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し

ょ
う
！

第
３
回
こ
ど
も
体
験
く
ら

ぶ
開
催

第
13
回
西
白
河
郡
老
人
ク

ラ
ブ
Ｇ
・
Ｇ
大
会
開
催

２
歳
児
親
子
運
動
遊
び

（
保
育
所
）

お
月
見
（
保
育
所
）

盆
栽
教
室
研
修
旅
行

♥村のでんき屋さんへ御相談下さい♥

☎ 53-2914    FAX  53-4566

太陽光で電気を発電、
そして電力に電気を売ります。

太陽光発電

平成23年７月でアナログ放送終了。
今のテレビでも見られる方法もあります。

地上デジタルテレビ

平成23年5月31日迄に設置義務です
住宅火災報知器

深夜電力を知っていますか？
昼間の1/3の料金でお湯を沸かします。

省エネNo1
エコキュート

IHクッキング
炎がないから安心、台所がスッキリ　!　きれい　!　

確かな信用、確かな技術

中 溝井設備工業

今後とも宜しくお願い致します

「株式会社兼千」
かね せん

〒969－0102　泉崎村大字関和久字瀬知房5
TEL 54 -1101　FAX 54-1103

会社名が変わりました会社名が変わりました

平
成
23
年
９
月
30
日
貊
〜
10

月
２
日
豸
岩
手
県
北
上
市
で
開

催
さ
れ
た
第
16
回
東
北
高
等
学

校
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会

に
お
い
て
白
河
高
校
２
年
荒
井

孝
彦
く
ん
が
１
１
０
ｍ
ハ
ー
ド

ル
に
お
い
て
第
５
位
（
15
秒
38
）

に
入
賞
し
ま
し
た
。

来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
繋

が
る
素
晴
ら
し
い
活
躍
で
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

浅
川
弓
道
場
に
て
開
催
さ
れ

た
平
成
23
年
度
の
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
県
予
選
会
に
て
泉
崎
弓
道

会
の
穂
積
と
し
子
五
段
が
見
事

女
子
の
部
で
優
勝
。
熊
本
市
で

開
催
さ
れ
る
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ

ク
全
国
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
、

10
月
13
日
貅
久
保
木
正
大
村
長

よ
り
激
励
金
が
交
付
さ
れ
ま
し

た
。

10
月
11
日
貂
、
東
京
都
在
住

穂
積
正
司
氏
よ
り
災
害
義
援
金

と
し
て
金
50
万
円
の
ご
寄
付
を

賜
り
ま
し
た
。

多
額
の
寄
付
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

10
月
19
日
貉
、
朝
日
ラ
バ
ー

会
長
の
伊
藤
巖
様
よ
り
村
の
教

育
行
政
に
活
か
し
て
ほ
し
い
と

村
育
英
基
金
に
金
１
０
０
万
円

の
ご
寄
付
を
賜
り
ま
し
た
。

多
額
の
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

育
英
基
金
に
つ
い
て
は
学
校

教
育
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
54
―
１
５
３

３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

http://w
w
w
.vill.izum

izaki.fuku
shim
a.jp/kyoui/index.htm

l

９
月
27
日
貂
午
後
１
時
よ
り
、

昨
年
そ
し
て
一
昨
年
と
見
送
ら

れ
た
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
が
、
３
年

ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
副
村
長
様
を
は
じ

め
、
交
通
安
全
協
会
、
母
の
会
、

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
補
導
委
員
会
の

方
々
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
を
お

招
き
し
、
盛
大
に
開
会
式
を
行

い
ま
し
た
。
式
で
は
、
ド
ラ
ム

メ
ジ
ャ
ー
６
年
田
崎
さ
ん
が
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
５
、
６
年
生
計
63

名
が
、
校
門
か
ら
（旧）
関
平
農
協

前
を
通
っ
て
点
滅
信
号
ま
で
と

瀬
知
房
三
叉
路
か
ら
磯
八
ま
で

の
距
離
約
１
袰
を
演
奏
し
、
学

区
の
み
な
さ
ん
に
交
通
安
全
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

真
っ
赤
な
マ
ー
チ
ン
グ
衣
装

を
着
た
子
ど
も
達
の
演
奏
を
見

る
た
め
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が

沿
道
に
出
て
、
声
援
を
送
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員

に
つ
い
て
、
議
会
の
同
意
を
得

た
監
査
委
員
に
辞
令
が
交
付
さ

れ
ま
し
た
。

瀧
　
　
昇
　
監
査
委
員

（
鶴
番
小
屋
）

鈴
木
盛
利
　
監
査
委
員

（
愛
宕
町
）

９
月
27
日
貂
午
前
10
時
よ
り

平
成
23
年
度
交
通
安
全
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

本
校
よ
り
５
、
６
年
生
並
び
に

マ
ー
チ
ン
グ
部
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
日
本
晴
れ
の

中
、
子
ど
も
た
ち
は
、
日
頃
の
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義
援
金
・
穂
積
正
司
氏

泉
崎
村
監
査
委
員
の
選
任

ね
ん
り
ん
ぴ
っ
く
優
勝

（
県
予
選
会
）
穂
積
五
段

全
国
大
会
出
場
（
弓
道
）

県
大
会
準
優
勝

東
北
大
会
第
５
位
入
賞

㈱
朝
日
ラ
バ
ー
伊
藤
会
長
よ
り

村
育
英
基
金
に
多
額
の
ご
寄
付

秋
晴
れ
の
下
、
３
年
ぶ
り

の
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
（
二
小
）

堂
々
た
る
交
通
安
全
鼓
笛

パ
レ
ー
ド
（
一
小
）



９
月
23
日
貊
・
24
日
貍
に
南

会
津
町
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園

で
「
が
ん
ば
っ
ぺ
南
会
津
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

南
会
津
郡
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

と
泉
崎
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

が
参
加
し
ま
し
た
。
準
決
勝
と

決
勝
は
１
点
差
の
緊
迫
し
た
試

合
で
し
た
が
見
事
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
10
日
貍
に
南
会

津
町
び
わ
の
か
げ
運
動
公
園
で

南
会
津
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が

主
催
す
る
平
成
23
年
度
「
秋
季

ジ
ュ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」

が
開
催
さ
れ
、
小
学
５
年
生
以

下
を
対
象
に
Ｂ
チ
ー
ム
が
参
加

し
第
３
位
に
な
り
ま
し
た
。

広報

いずみざき 14

10
月
８
日
貍
奉
仕
作
業
が
、

午
前
６
時
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
い
つ
も
の
作
業
内
容

に
加
え
、
の
り
面
の
崩
れ
防
止

の
た
め
の
土
の
う
つ
み
や
ブ
ロ

ッ
ク
並
べ
、
ゴ
ー
ヤ
の
撤
去
等

も
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
除
草
は
、
例
年
の
実
施

時
期
よ
り
３
ヶ
月
ほ
ど
遅
い
た

め
、
草
丈
が
伸
び
放
題
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
作
業
は
重

い
。
ゴ
ー
ヤ
の
棚
は
ジ
ャ
ン
ボ

と
大
変
な
作
業
ば
か
り
で
し
た

が
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
の
方

及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
泉

崎
村
読
み
聞
か
せ
の
会
の
皆
さ

ん
や
地
域
の
方
々
が
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
日

は
、
阿
武
隈
建
設
さ
ん
の
ご
好

意
に
よ
り
、
ま
は
ぎ
が
丘
の
一

部
線
量
の
高
い
箇
所
の
除
染
も

行
い
ま
し
た
。
６
月
か
ら
取
り

掛
か
っ
た
ゴ
ー
ヤ
も
き
れ
い
に

片
付
け
ら
れ
、
学
校
環
境
が
す

っ
き
り
と
き
れ
い
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

上
校
庭
の
南
端
に
、
写
真
の

よ
う
な
形
の
も
の
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
中
に
は
ま
だ
、
な
に

も
入
っ
て
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

10
月
14
日
貊
に
機
械
が
入
り
稼

動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
空
間
放
射
線
量
計

で
す
。
こ
れ
ま
で
学
校
で
は
、

朝
８
時
30
分
に
、
職
員
が
５
箇

所
で
１
箇
所
当
た
り
３
地
点（
１

袍
、
50
袍
、
１
ｍ
）
を
計
測
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
後
は
こ
の

機
械
が
計
測
し
て
く
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
数
値
は
、
太
陽

パ
ネ
ル
の
下
の
小
さ
な
窓
を
覗

く
と
、
い
つ
で
も
分
か
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
来
校
さ
れ
た
機
会

に
覗
か
れ
、
現
在
の
数
値
を
確

か
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

10
月
16
日
豸
泉
崎
村
中
央
公

民
館
事
業
（
庭
木
剪
定
教
室
、

盆
栽
教
室
、
Ｃ
ｏ
ｏ
Ｋ
＆
Ｃ
ｏ

ｏ
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
）
の
合
同
研
修
旅

行
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

研
修
は
、
山
形
県
東
置
賜
郡
川

西
町
の
川
西
ダ
リ
ヤ
園
の
見
学
。

研
修
に
は
15
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
ダ
リ
ヤ
園
で
は
、
案
内
人

の
方
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
大
研
修
室
に
お

い
て
、
泉
崎
消
防
団
秋
季
検
閲

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

検
閲
で
は
、
消
防
団
員
に
よ

る
き
び
き
び
と
し
た
規
律
訓
練

を
は
じ
め
、
通
常
点
検
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
退
職
幹
部
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
永
年
勤
続
団
員
及

び
東
日
本
大
震
災
へ
の
災
害
対

応
へ
の
ご
尽
力
対
し
ま
し
て
、

感
謝
状
と
謝
礼
金
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。

９
月
20
日
〜
21
日
に
泉
崎
第

一
小
学
校
と
第
二
小
学
校
の
６

年
生
が
、
天
栄
村
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ヒ
ル
ズ
に
お
い
て
英
語
宿

泊
学
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

泉
崎
村
教
育
委
員
会
で
は
こ
れ

ま
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
協
力

機
構
）
二
本
松
な
ど
を
活
用
し

て
小
学
生
の
国
際
交
流
体
験
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
の
影
響
に
よ
り
１
学
期
に

予
定
し
て
い
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
二
本

松
に
お
け
る
宿
泊
学
習
が
中
止

と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
福
島
県
が
勧
め
る
「
ふ
く

し
ま
っ
子
夏
の
体
験
活
動
助
成

事
業
」
を
活
用
し
て
天
栄
村
の

ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
（
英

語
研
修
施
設
）
で
宿
泊
学
習
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。

英
国
様
式
が
忠
実
に
再
現
さ

れ
た
格
式
高
い
雰
囲
気
の
な
か

で
、
子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張

気
味
で
し
た
が
洗
練
さ
れ
た
英

語
レ
ッ
ス
ン
や
ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン

ド
ル
制
作
体
験
な
ど
を
存
分
に

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

奉
仕
作
業
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
（
二
小
）

中
央
公
民
館
事
業
研
修
旅

行
開
催

小
学
校
６
年
生
英
語
宿
泊
学

習
！
（
ふ
く
し
ま
っ
子
夏
の

体
験
活
動
助
成
事
業
）

秋
季
検
閲
・
規
律
訓
練
等

を
披
露

泉
崎
第
一
ス
ポ
少

「
が
ん
ば
っ
ぺ
南
会
津
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
」
優
勝
！

あ
れ
？
こ
の
機
械
は
、
な

ぁ
〜
に
？
（
二
小
）

総務課
５３－２１１１
行政推進室
５３－２４０９
住民生活課
５３－２１１２
税務課
５３－２１１３
建設水道課
５３－２１１４
土地販売促進課
５３－２２３８
産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１
議会事務局
５３－２４９９
保健福祉課
５４－１３３３
学校教育課
５４－１５３３
中央公民館
５３－２２５８
生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

わたしの村の昔話
日時 11月23日貉 13時30分
場所 泉崎村資料館２階
主催 いずみざき語りの会
『いずみざき語りの会』結成10周

年を記念し、これまでの感謝の気持
ちを兼ね私たちの成長ぶりを見てい
ただく、10周年記念講演を開催いた
します。
●問い合わせ先　
いずみざき語りの会
蕁53－2490（穂積）

いずみざき語りの会
10周年記念講演

東日本大震災・一部損壊住宅の修繕工事に対し、修繕工事費の助成金申請を受付。
●助成対象住宅は以下の要件の全てに該当するものです。
□東日本大震災で被災した住宅であること。□一部損壊住宅であること。□被災日（平成23年３月11日）に自己の居
住の用に供していること。□被災日（平成23年３月11日）以前に住宅の損壊等がない住宅であること。
●助成の対象者は、以下の要件の全てを満たしている方です。
□泉崎村内に住民登録をしていること。□住宅の所有者であること。□村税を滞納していないこと。
●助成対象工事は以下の要件を全て満たす工事となります。
盧 修繕工事に要する費用が５万円以上（消費税含む。）であること。
盪　被災者生活再建支援法に基づく支援または災害救助法に基づく住宅の応急修理を受けていないこと。
蘯 助成金の交付申請を平成24年２月20日までに行いその完了報告を平成24年２月29日までに提出できること。
●以下の工事に要する費用は助成の対象外となります。
■門、塀その他の外構工事。■備品購入が主な内容の工事。■震災以外で被災した修繕工事。■母屋以外の建築物の
修繕工事
●助成金の額は、５万円以上（消費税含む。）の助成対象工事費の４分の１に相当する額（1,000円未満切捨て）とし、
10万円を限度として助成します。
□申請期間　　　平成23年11月１日より平成24年２月20日まで　※完了報告　平成24年２月29日まで
□申請場所　　　泉崎村役場　住民生活課窓口（災害対策本部）
●添付書類　□罹災証明書（原本） □助成対象工事に要する経費を確認できる見積書の写し　□被災箇所のわかる写
真（住宅の全体及び工事予定箇所の写真）□（写真を撮っていない場合で、修繕が完了したものについては施行業者の
証明書）□助成金振込先の預金通帳の写し※助成金の交付については、工事完了報告及び助成金請求書の提出後に、精
算払いとして口座振込みとなります。
●お問い合わせ先　建設水道課　蕁５３－２１１４

東日本大震災・一部損壊住宅にお住まいの皆様へ

“環境にやさしいものづくり”

ISO9001:2000、ISO14001:2004 認証取得

証券コードNo.5162

福 島 工 場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字坊頭窪1 番地
　　　　　　　☎0248-53-3491・FAX0248-53-3493
第二福島工場／福島県西白河郡泉崎村大字泉崎字山崎山1 番地3
　　　　　　　☎0248-54-1618・FAX0248-54-1619
白 河 工 場／福島県白河市萱根月ノ入1番地21
　　　　　　　☎0248-21-1401・FAX0248-21-1404
本　　　　社／埼玉県さいたま市大宮区土手町2 丁目7 番2
　　　　　　　☎ 048-650-6051・FAX048-650-5201
http://www.asahi-rubber.co.jp/

株式
会社
代表取締役社長　横　山　林　𠮷

創造と挑戦
の企業集団

「お客様第一」に徹し
更に高い技術と
品質向上を
目指します。

弓を引いて健康管理をして見ませ
んか？退職後のスポーツ最適。若い
方も大歓迎。村内は勿論、近くの町
村の方で興味のある方、是非お待ち
しております。お友達と御一緒にお
入りください。弓ばかりでなく、会
員の方々との交流会・懇親会等楽し
い交流もあります。
精神修養・呼吸法・足腰の鍛錬等健
康の道しるべが沢山あります。
◎事務局へ電話ください。
蕁42－2380 事務局　坂路勝彌

弓道会員の募集

広報
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大地と生命をはぐくむ農業を大切にし、常に前進し続けます。

わたし

Ｊ　Ａ　し　ら　か　わ
）8420（ LET 22-5151　 ）8420（ XAF 22-5159

〒９６１－８５８５　白 河 市 弥 次 郎 窪２９－１

あなたとＪＡ　いい関係
あなたの満足が、ＪＡの満足です。

平成24年度泉崎村児童クラブ登録希望者募集
○対　　象 平成24年度に小学校１年生から３年生にな

る児童、幼稚園に通園し児童館に登録する
児童と兄弟の園児

○会　　費 （月額）負担金3,000円・会費2,000円
○募集期間 12月５日豺～12月20日貂
○申込方法 保健福祉課または児童館にある申請書に必

要事項を記入し、住民票謄本・雇用証明書
（同居者で就業している方全員）を添付のう
え提出してください。

○その他 現在登録している児童も新たに申請手続き
が必要となります。第一小学校の児童は第
一児童クラブ・第二小学校の児童は第二児
童クラブ・幼稚園児は園児クラブへの登録
となります。

○問い合わせ先 村保健福祉課　蕁５４－１３３３　
村児童館　　　蕁５３－３６３５

平成24年度泉崎村立泉崎幼稚園園児募集
入園児を下記の内容により募集します。対象年齢のお子

さんで入園を希望される方は、下記によりお申し込みくだ
さい。
○入園対象児 対象となる園児は、泉崎村に住所を有する

こと。
５歳児平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ
４歳児平成19年４月２日～平成20年４月１日生まれ
３歳児平成20年４月２日～平成21年４月１日生まれ

○募集期間 平成23年11月７日豺～18日貊まで
○申込方法 入園を希望されるお子さんは「入園願書」に
記入のうえ、提出してください。なお、３歳児対象の保護
者には、案内と入園願書を送付します。
○申し込み先 必要事項を記載した入園願書は幼稚園で受
付します。入園願書は、保護者が持参提出してください。
受け付けた入園願書は、幼稚園で取りまとめて教育委員会
へ提出します。
○入園許可 教育委員会は書類を審査し、申込者に入園許
可書を交付します。
○その他 泉崎幼稚園では平成16年度から「預かり保育」
実施しています。希望者は幼稚園から「預かり保育登録申
込書」を受け取り申し込みください。
●詳しくは、教育委員会　蕁54－1533 幼稚園蕁53－2810

平成24年度泉崎村保育所入所児募集
○対　　象 保育に欠ける０歳児～就学前の乳幼児
○募集人員 50名　※なお、０歳児（生後６ヵ月から）

については定員10名です。
○保育時間 平　日：午前７時30分～午後６時30分　

土曜日：午前７時30分～午後５時
○募集期間 平成23年11月15日貂～平成23年12月２日貊
○提出書類 入所申込書　参考資料として平成22年中・

所得の源泉徴収票の写し（両親）在職証明
書（就業、内職、自営含む･･･両親）

○申込方法 村住民生活課、保育所に備えてある申請書
に必要事項を記入し、その他書類を添付の
うえ提出してください。

○そ の 他 現在の入所児についても新たに申込手続き
が必要となります。保育所では、随時見学
や体験入所を受け付けております。

○問い合わせ先 村住民生活課　蕁５３－２１１２　　　
村保育所　　　蕁５３－３６１９

11月は「労働時間適正化キャンペーン」期間です
厚生労働省では、11月を『労働時間適正化キャンペーン』

とし、労使をはじめとする関係者に対して、長時間労働の
抑制等の労働時間適正化を図る取組が行われるよう周知・
啓発等を行うとともに、キャンペーンの一環として、厚生
労働省ホームページにおいて職場の労働時間に関する情報
を受け付けています。
期間　平成23年11月１日貂～11月30日貉
URL：http://www.mhlw.go.jp/bunya/roudoukijun/campaign.html
●お問い合わせ
福島労働局労働基準部監督課蕁024－536－4602

11月は「児童虐待防止推進月間」です
『守るのは　気づいたあなたの　その勇気』

全国共通ダイヤル　０５７０‐０６４‐０００
（児童相談所に電話がつながります。）

ＮＴＴ東日本の電話帳を発行します
ＮＴＴ東日本では、12月中に順次、新しい福島県版の電

話帳を各ご家庭や事業所へお届けいたします。現在お使い
の電話帳は、お届けの際に回収いたしますので配達員へお
渡しください。
●お問い合わせ先　フリーダイヤル0120－506－309

甲種防火管理新規講習会
日時 平成23年12月１日貅～２日貊　２日間

１日目　８時50分～17時まで
２日目　９時00分～12時30分まで

会場 白河地方広域市町村圏消防本部　１Ｆ大会議室
〒961-0975 白河市立石山15-1

定数 70名程度（定数にて締切）
受講資格 防火対象物業務の管理的地位になる者
受講手続 申込み10月31日豺～11月18日貊
教 材 費 一人５，０００円
問い合わせ先 白河地方広域市町村圏消防本部

蕁２２－２１５７

陸上自衛隊高等工科学校生募集
15歳から17歳未満の男子が対象。入校と同時に、特別職
公務員になり通信制の高等学校教育を受けながら将来、自
衛隊の技術軍曹を養成する制度です。
＜一般採用試験＞
受付期間 平成23年11月１日貂～平成24年１月６日貊
１次試験 期日　平成24年１月14日貍
会　　場 白河市産直プラザ人材育成センター
試験科目 国・社・数・理・英　作文（500字）
２次試験 １次試験合格者のみ案内　口述試験・身体検査
＜推薦試験＞
受付期間 平成23年11月１日貂～平成23年12月16日貊
試 験 日 平成24年１月７日貍～１月９日豺の指定日１日
会　　場 陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県横須賀市）
試験科目 口述試験・筆記試験・身体検査
◆お問い合わせ先 自衛隊福島地方協力本部　

白河地域事務所　蕁２４－０３７２
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税理士による災害に関する税の無料相談会
日　時 11月26日貍　27日豸 10：00～16：00
会　場 白河会場　白河市産業プラザ・人材育成センター

白河市中田140
問い合わせ先 東北税理士会福島県支部連合会　

蕁０２４－５３４－３９０７
問い合わせ時間 土・日・祝祭日を除く午前9:00～午後4:30

おもいやり駐車場利用証が、茨城県でも使えるようになりました。
福島県では、車いすマークのある駐車スペースの適正利用を図るため利用証を発行する「おもいやり駐車場利用制
度」を平成21年７月１日から開始しております。
このたび、茨城県が加わり平成23年９月27日に、福島・山形・栃木・群馬、茨城の５県は、それぞれの県で発行す
る利用証の相互利用に関する協定を結締しました。
これにより、同年10月１日から、５県でそれぞれ発行された利用証は、５県の協力施設（茨城県は全ての車いすマ
ーク駐車場）いずれでも利用できるようになりました。今後も、本当に必要な方が利用できるようご協力をお願いし
ます。なお、詳しくは、利用証の申請・交付窓口までお問い合わせください。
【問い合わせ先】
泉崎村保健福祉課蕁 0248-54-1333 福島県県南保健福祉事務所蕁 0248-22-5478 県庁高齢福祉課蕁 024-521-7197

行政書士無料相談会
○日時 平成23年11月27日豸 午前10時～午後３時
○場所 マイタウン白河２階レンタルルーム

白河市本町２
○相談内容 相続・遺言・成年後見・農地転用などの許
認可手続き・その他。
●連絡先 福島県行政書士会県南支部事務局

蕁２６－１９２７

チャリティー第7回こころんアート展
作品展示・即売会、カラーセラピー、お茶会、カフェこ
ころん、こころや販売（リンゴ等果物）
2011年 11月26日貍・27日豸
会場：生活支援センターこころん　時間:10時～17時まで

（最終日は16時まで）
陶芸・絵画・写真・織物・木工などの芸術作品の展示即
売会
●連絡先 こころや泉崎村下根岸９蕁 0248－54－1115 しらかわ障がい者就職面接会

日　時 12月１日貅 午後１時30分～４時
会　場 ホテルサンルート白河　２階富士の間白河市新白河駅前
＜事業主の皆さまへ＞
障がい者雇用について検討いただき、面接会にご参加
くださいますよう、お願いいたします。
＜就職を希望する障がい者の皆さまへ＞
企業の採用担当者と直接お話しできる良い機会ですの
で、是非ご参加ください。
●問い合わせ先 ハローワーク白河　求人・専門援助部門　

蕁２４－１２５６

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます　
～～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～～

国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。その年の１月１日か
ら12月31日までに納付した保険料が対象です。
この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています。
このため、平成23年１月１日から９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方については、「社会保険料（国民
年金保険料）控除証明書」が本年11月上旬に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整や確定申告の際には必
ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
また、10月１日から12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方については、来年の２月上旬に送
付されます。
なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族

あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告してください。
「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書専用ダイヤルへお問い合わせください。
≪専用ダイヤル電話番号≫０５７０－０７０－１１７（ナビダイヤル）（ＩＰ電話、ＰＨＳ電話は　０３－６７００－１１３０）
＜受付期間＞　平成23年11月１日貂～平成24年３月15日貅

○月～金曜日　午前８：30～午後５：15 月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は午後７時まで受付
○第２土曜日　午前９：30～午後４：00 祝日、12月29日～１月３日はご利用いただけません。

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。



・内　　容：「ｅ－村民交流会」は、「インターネット村民＝ｅ－村民」の方に泉崎村のさまざまな魅力を知って
いただくため、各種体験交流会等を実施しています。泉崎村民との交流も目的としてますので、村
民の方の参加者も募集しますのでお気軽にお申し込みください。

・開 催 日：平成23年11月26日（土）
・集合時間及び集合場所：バス利用者は午前９時30分までに、泉崎カントリーヴィレッジ駐車場

現地集合の方は午前９時50分までに、泉崎村保健福祉総合センター
・募集人数：50名程度
・参 加 費：お一人様500円（小学生無料）※昼食、そば打ち体験料込み
・交流場所：泉崎村保健福祉総合センター（泉崎村大字泉崎字山ヶ入山）
・そ の 他：エプロン、三角巾などをご準備ください。
・申込期限：平成23年11月16日（水）まで
・申込方法：氏名、住所、電話番号、大人又は子供、バス利用の有無を電話又はＦＡＸでお申込みください。
・申込、お問い合わせ先

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿２　泉崎村役場土地販売促進課
蕁 0248-53-2238 FAX 0248-53-2958
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㍿ 福南建設
〠969-0101　泉崎村大字泉崎字大山41-７

　☎　（0248）５３－２５０６
FAX（0248）５３－３４３８

工事なんでも御相談下さい（見積もり無料）
駐車場工事・アスファルト舗装工事
コンクリート工事・土留工事・建物解体工事
フェンス工事・田・畑・盛土工事・下水工事
などその他

☆ 気 軽 に 御 相 談 下 さ い。

区 氏　名 所　属 区 氏　名 所　　属 区 氏　名 所　　属
１ 兼子　奈緒 学法石川高２年 12 兼子　卓也 秋山錠剤㈱東京本社

サ
ポ
ー
ト
　
　

箭内進太郎 中央学院大学２年
２ 近藤　和輝 学法石川高３年 13 兼子　　豊 陸上自衛隊福島 佐川　佑磨 創価大学１年
３ 石川　大和 泉崎中３年 14 兼子　太鶴 学法石川高２年 兼子　侑大 山梨学院大学１年
４ 前田　雅人 東京学芸大学２年 15 木野内彩佳 泉崎中３年 佐川　拓也 学法石川高２年
５ 佐川信太郎 学法石川高２年 16 塩澤　裕也 秋山錠剤㈱福島工場 吉川　美里 光南高校２年
６ 渡辺　貴之 横浜国立大３年 控え選手 植田　伸一 ㈱黒龍堂
７ 相樂　千尋 泉崎中３年 控え選手 田崎　貴成 学法石川高３年
８ 高橋　良太 泉崎中３年 控え選手 島村　航平 日大東北高１年
９ 高橋　千尋 泉崎中１年 控え選手 岡部　礼悠 学法石川高１年
10 瀬戸　隆行 役場総務課 控え選手 兼子　菜々 泉崎中１年
11 渡辺　智子 新潟県警察 控え選手 穂積　大樹 泉崎中１年

ゼ
ッ
ケ
ン
は
赤
の

No.
44

（昨年は総合8位での泉崎中継所入り）※大会当日区間走者は変更になる場合があります。

　

郷土のため１本の襷に熱い思いを込めて走る泉崎村選手団
に、温かいご声援をお願いします。
なお、第３区のさつき公園前は午前８時20分頃通過予定

です。

福島県縦断駅伝コース図（96.5km）

ふくしま駅伝大会（村の部）優勝及び総合６位入賞を目指す。

日　　時 平成23年11月20日（日）
スタート 午前７時40分　

白河総合運動公園陸上競技場
ゴ ー ル 午後12時50分（予定）福島県庁

■監　督　関谷正文（自営業）
■コーチ 松本幹子（泉崎中教諭）、本柳友浩（福島県警察本部）

中野目雄基（白河広域消防）
■マネージャー 大塚志穂（真栄総業㈱）

菊地奏江（役場住民生活課）

第23回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

泉崎村チーム選手団
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『泉崎南東北公開講座』を下記の通り開催いたします。
今回は総合南東北医療クリニック　副院長　呼吸器内科　中澤敏弘先生をお招きして『大腸がんの予防』と
題しまして公演していただきます。大腸がんの症状や治療、生存率など、必要な知識を知ることにより、予防
出来る事もあると思うので、是非、聞いてみてはいかがでしょうか。
地域の皆さまの健康の維持向上に努められるよう、お役に立てていただけるように情報を発信してまいりま
すのでどうぞ宜しくお願いします。
◆日　時：平成23年11月12日貍 入場無料　開場 13：30～　開演 14：00～15:30
◆会　場：泉崎村保健福祉総合センター　集団検診室
◆演題１：「大腸がんの予防」

講師　総合南東北医療クリニック　副院長　呼吸器内科　中澤　敏弘 先生　
◆演題２：「在宅生活支援に向けての取り組み」

講師　泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター　滝田　真也 介護福祉士

泉崎南東北診療所　外来担当予定表　平成23年11月
※当診療所は日曜・祝日・年末年始（12/31～1/3）ならびに17:00以降の夜間の診療は行っており
ませんので、ご注意ください。
なお、日曜・祝日・年末年始の休日の当番医は0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認い
ただけます。

※インフルエンザ予防接種を行っております。
※皮膚科と禁煙外来の診療は、毎週月曜日予約制診療となります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※診療に関してのお問い合わせは　電話：53-2415 鈴木・澤田まで。
※北原先生の診療は、週１回月曜日のみとなりますのでご注意お願いいたします。

月 火 水 木 金 土 日

午　前

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科・脳外科

工　藤
小児科

総合南東北病院医師
内科・外科

総合南東北病院
心臓血管外科医師
午前診療のみ

休
　
　
　
診

菅　野
内科・胃腸内科
［胃カメラ］11/14・28

胃腸内科医師
［胃カメラ］

小　林
眼科

午　後

北　原
内科・形成外科・
皮膚・禁煙

原　田
内科・外科

小鹿山
内科・外科・脳外科

工　藤
小児科

総合南東北病院医師
内科・外科

胃腸内科医師
［胃カメラ］

《泉崎南東北だより》
～泉崎南東北公開講座再開のお知らせ～

大腸癌
とは…

大腸に発生する悪性腫瘍で食生活の欧米化により、日本でも急速に増加しもっとも患者数と死亡

者数の多いがんの一つになっているようです。

お問い合わせは…泉崎南東北リハビリテーション・ケアセンター　公開講座担当まで。 電話：53-2415
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インフルエンザに対処するために

平成23年度インフルエンザ予防接種のお知らせ

平成21年に流行した新型インフルエンザ（A/H1N1）は、平成23年４月より、通常の季節性インフルエンザとし
て扱われることになり、その対策も通常の季節性インフルエンザとしての対策に移行しました。
インフルエンザは、インフルエンザウイルスに感染することによって起こり、普通のかぜとは違う病気です。日
頃から予防や感染防止に努めましょう。
・外出時はマスクをして、なるべく人ごみを避けましょう。
・帰宅した時や食事をする前には必ず手洗いとうがいをしましょう。
・室内を適度な温度や湿度に保ちましょう。
・十分な睡眠をとり、栄養に気を配りましょう。
・咳エチケットを守りましょう。
（咳やくしゃみをする時は、ハンカチやティッシュなどで鼻や口を押さえ、飛沫させないように心がける）

泉崎村では、65歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子さんの接種に伴う費用助
成を下記により行ないます。接種の際は県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。

記
１．接種実施期間 平成23年10月17日豺～平成23年12月17日貍
２．対象者及び料金等
１）65歳以上の方（接種日に65歳になっていること）
＊60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度
の障がいを有する方も含む。
・自己負担　１,０００円
＊生活保護世帯の方は無料です。泉崎村保健福祉課で発行する証明書が必要となりますので、接種前に、印鑑
を持参し、必ず保健福祉課（保健福祉総合センター）に来て手続きしてください。
・持参するもの　健康保険証又は後期高齢者医療受給者証
60歳～65歳未満で対象となる方は身体障害者手帳も持参してください。

２）１歳から中学生までの方
上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種のみ、医療機関で支払い後、払い戻す方法で料金を助成します。
接種後、①領収書、②母子手帳、③通帳（振込用）、④印鑑を持参し、平成24年１月31日までに保健福祉課（保

健福祉総合センター）に来て手続きしてください。それ以降は受け付けませんのでご注意ください。
助成する料金は、自己負担1,000円の差額の金額を払い戻します。

詳しくは、保健福祉課までお問い合わせください。（蕁５４－１３３３）

出前元気はつらつ教室全体交流会
10月20日貅、保健福祉総合センターにおいて、出

前元気はつらつ教室全体交流会が行われました。「リ
フレッシュ！つぼ健康法」と題して源気堂指圧鍼灸
接骨院院長の平栗辰也先生から楽しい講話と、家庭
でできるつぼ指圧などを学びました。その後、泉崎
駐在所の長嶺昭二様より交通安全、防犯講習が行わ
れました。出前元気はつらつ教室は各地区の公民館
で様々な講師を迎え、月１回ずつ開催されています。
皆様ぜひご参加ください。（保健福祉課蕁54－1533）

休日救急医療当番医表
小　児　科

みうら小児クリニック

おかざきクリニック

わたなべ子どもクリニック

関 医 院

おかざきクリニック

27日豸

関 医 院

岡崎小児科内科医院

11日豸

12月４日豸

国馬歯科医院か ね こ ク リ ニ ッ ク

23日貊

かたの歯科医院

河島歯科医院

斎須歯科医院

樋口小児クリニック

11月３日貅

13日豸

６日豸

五十嵐歯科医院おおほりクリニック

23日貉

大栄歯科クリニック

安 部歯科医院

内　科 ・ 外　科

片倉医院産科・婦人科

片 倉 ク リ ニ ッ ク

海野歯科医院

クリニックおおまち

いがらし内科クリニック

宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク

大 高 内 科 胃 腸 科

わたなべ子どもクリニック20日豸 岩谷歯科医院大 高 整 形 外 科

岡崎小児科内科医院18日豸 小林歯科医院き た む ら 整 形 外 科

樋口小児クリニック

白 河 厚 生 総 合 病 院

25日豸 泉崎歯科医院

31日貍

くにい増見クリニック

酒井歯科医院田 口 病 院

＊休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせください。
しらかわ救急情報センター　蕁2 3 － 9 9 0 9

歯　　　　科診療日
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プロフィール
料理研究家。1983年生まれ、泉崎村出身。
高校を卒業後、栄養士専門学校に進み、栄
養士の資格を取得。独学で料理写真を学び、
フリーのカメラマンに。2006年からは料理
研究家としても仕事を開始し、雑誌や料理
教室、テレビ等で独自のレシピ提案を行っ
ている。

蟋料理教室に参加してみませんか蟋
パイン食楽部主催による料理教室を開催いたします。
講師として、泉崎村出身で東京在住、雑誌や県内外での料理教室
等で活躍中の本田よう一先生を予定しております。皆様のご参加を
お待ちしています。（詳細はチラシをご覧ください）
日時 平成23年11月27日豸
場所 保健福祉総合センター
講師 本田よう一先生

≪コメント≫
「ま」～「い」までの全ての食材を入れました。
夏でも食欲が増すよう、ピリ辛カレー味もつ
くりました。畑でとれた野菜も使いました。

◆作りかた
①海そうを水で戻す。
②いんげんを1/4に刻む。
③ごぼうは皮をこすり、1cm位の幅で斜め切りにする。
④にんじんは皮をむき、1cm位のいちょう切りや半月切りにする。
⑤じゃがいもは皮をむき、8つ切りにする。
⑥カボチャは、5cm位の角切りにする。
⑦しいたけは石づきを取り、1cm位の幅に切る。
⑧ごま油でごぼう・にんじん・じゃがいも・しいたけ・白ごまを炒める。
火が軽く通ったら他の材料を入れ、さっと炒める。

⑨⑧を1/2 にして、それぞれ鍋に入れ水やけずりぶしを入れて煮る。
⑩ごぼうが柔らかくなったらみりん・塩・しょうゆを入れて味がしみ込
むまで煮込む。

⑪片方の鍋にカレーパウダーを入れ味を調える。
⑫盛り付けてから上からも白ごまをパラパラとかける。

材　料 「ま」大豆・いんげん豆、「ご」白ごま、「わ」ひじき・刻みコンブ「や」にんじん・ごぼう・カボチャ、「さ」け
ずりぶし、「し」しいたけ、「い」じゃがいも　　◎調味料　ごま油・塩・しょうゆ・みりん・カレーパウダー

「まごわやさしい料理コンクール　ＰＡＲＴⅡ」レシピ⑨
≪まごわやさしいで賞≫ 泉崎中カボチャクラブ　鈴木仁・溝口和輝・鈴木勇太・吉川逸斗・高縁美幸（教師）

「ま・ご・わ・や・さ・し・い」よ！！しょうゆ味、カレー味

まごわやさしい料理コンクールの審査をしました！
10月２日豸、保健福祉総合センターにおいて、「まごわやさしい料理コンクールＰＡＲＴⅢ」の二次審査を行い
ました。村内の除染作業の日と重なり大変忙しい中、村長初め、審査員長の岡崎直子先生、白河農協泉崎支所長、
商工会長、保健福祉課長を審査員に迎え、厳正な審査を行いました。コンクールも６回目になり、村民の皆様や各
学校の先生方の御協力をいただき、たくさんの作品の応募がありました。私達も大変感激しております。その中で
15作品が二次審査に進み、今回の審査になりました。年々レベルが高くなっているのに驚きます。すばらしくバラ
ンスの良い食生活に心掛けているのだと、食意識が高くなっていることを感じました。結果は、10月30日豸、産業
収穫祭の表彰式において発表されました。来月の広報に掲載いたします。また入賞作品レシピも随時掲載する予定
ですので、ぜひご覧ください。 キッズクラブ　鈴木保子

印刷のことなら…

〒９６９－0102　泉崎村大字関和久字上野舘203

TEL  0248－54－1500　FAX  0248－53－2030
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リ
レ
ー
ト
ー
ク
129

十
八
歳
で
村
を
離
れ
て
以
来
、

初
老
の
祝
い
を
期
に
Ｕ
タ
ー
ン

（
今
は
、
死
語
？
）
し
て
来
ま

し
た
。
そ
の
頃
の
家
族
は
、
一

歳
と
六
歳
の
子
供
と
女
房
、
そ

し
て
、
父
親
と
養
父
母
の
七
人

で
し
た
。
現
在
、
二
人
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃

の
大
家
族
を
懐
か
し
む
気
持
ち

の
余
裕
も
出
て
き
た
と
こ
ろ
で

す
。定

年
を
迎
え
る
頃
か
ら
、
も

と
も
と
、
農
業
で
生
計
を
た
て

て
い
た
親
た
ち
の
水
田
と
畑
を

耕
作
す
る
と
決
め
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
、
手
伝
い
の
側
で
労

働
し
た
後
の
汗
の
流
れ
に
快
感

を
覚
え
て
い
ま
し
た
か
ら
、
稲

作
生
産
者
と
し
て
奮
い
た
っ
て

始
め
て
み
ま
し
た
。
よ
く
「
一

年
百
姓
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
始
め
て

み
る
と
す
べ
て
が
毎
年
一
年
生

で
あ
る
と
い
う
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
て
納
得
！
納
得
！
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
私
の
よ
う

な
「
一
年
百
姓
」
を
繰
り
返
す

者
を
地
域
の
人
た
ち
は
、
懇
切

丁
寧
に
言
葉
と
力
を
貸
し
て

く
れ
ま
し
た
。
自
然
を
相
手

に
、
長
い
間
培
っ
て
来
ら
れ

た
耕
作
す
る
術
（
す
べ
）
を
、

そ
の
時
そ
の
場
に
応
じ
た
的

を
得
た
乗
り
越
え
方
を
毎
回

指
導
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

周
囲
の
方
々
の
優
し
さ
か
ら

受
け
る
心
地
よ
さ
を
い
い
こ

と
に
、
少
し
、
心
苦
し
く
思

う
の
は
、
押
し
寄
せ
る
年
齢

の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
、
今
回
の

人
間
が
も
た
ら
し
た
災
害
に

は
、
立
ち
向
か
う
術
（
す
べ
）

は
、
全
く
無
く
、
憤
り
の
矛

先
を
向
け
る
場
も
な
く
、
し

ば
ら
く
は
、
意
気
消
沈
の
日

々
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

秋
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来

た
こ
と
の
喜
び
と
幸
せ
を
耕

作
者
の
一
人
と
し
て
、
噛
み

し
め
、
来
年
は
、
「
一
年
百

姓
」
か
ら
少
し
で
も
前
進
せ

ね
ば
と
思
う
の
で
す
。

（
原
文
マ
マ
）

（
次
回
は
、
木
村
比
佐
恵
さ

ん
へ
リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
す
。
）

穂積征夫さん
（関和久）

みんなの広場
みなさんが日ごろ考えている、さまざまなご意
見や、要望、日常生活での出来事などをお寄せ
ください。写真やイラスト、絵画などの作品も
募集しています。ただし、中傷や営利目的のも
のはご遠慮ください。また、紙面の関係で掲載
できないこともあります。匿名希望、ペンネー
ムでも結構ですが、必ず住所、氏名、電話番号
をお知らせください。

泉
崎
俳
句
会

落
胡
桃
他
郷
の
水
に
指
濡
す
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
に

初
鵙
や
川
の
水
面
の
乱
反
射
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

波
を
打
つ
尾
花
に
を
と
こ
見
え
隠
れ
　
　
　
　
　
和
　
子

穂
芒
に
囲
ま
れ
誰
も
彼
も
や
さ
し
　
　
　
　
　
　
　
々

穂
す
す
き
の
波
乗
り
替
へ
て
笑
ふ
か
な
　
　
　
　
潤
　
子

す
す
き
野
へ
ひ
か
り
揉
み
込
む
風
の
量
　
　
　
　
　
々

川
過
ぎ
て
よ
も
つ
ひ
ら
さ
か
花
芒
　
　
　
　
　
　
慶
　
奈

も
の
言
は
ぬ
ひ
と
芒
原
知
り
つ
く
す
　
　
　
　
　
　
々

野
紺
菊
広
野
に
風
の
無
き
日
か
な
　
　
　
　
　
　
輝
　
男

道
案
内
秋
蝶
手
馴
れ
し
も
の
な
り
け
り
　
　
　
　
　
々

落
栗
を
拾
ふ
人
な
く
暮
る
る
か
な
　
　
　
　
　
　
ま
つ
え

朝
顔
の
終
の
一
輪
深
呼
吸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

秋
の
川
曲
が
り
具
合
ひ
を
一
人
が
言
ふ
　
　
　
　
光
　
郎

上
流
の
一
片
ひ
か
る
芒
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々

ゆ
と
り
な
く
一
日
の
終
は
る
秋
の
蝉
　
　
　
　
　
直
　
子

洪
水
の
爪
跡
痒
し
葛
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
　
　
　

会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

読
書
の
秋
、
思
考
の
秋
、
私
達
と
一
緒
に
俳
句
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（
電
話
五
三-

五
七
六
一
　
五
十
嵐
直
子
）

はっぴいばあすでい
…１才になりました…

か　　え　　ら

高橋香瑛來ちゃん

〒969-0101 泉崎村大字泉崎字新宿2

泉 崎 村 総 務 課
ＴＥＬ0248-53-2111 ＦＡＸ0248-53-2958

ホームページアドレス
http://www.vill.izumizaki.fukushima.jp/
E-mail  soumu@vill.izumizaki.fukushima.jp

秋季全国火災予防運動実施中
平成23年11月9日（水）～11月15日（火）

統一標語

『消したはず　決めつけないで　もう一度』

泉崎村消防団・矢吹消防署泉崎中島分署・泉崎村

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ23.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ23.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 11
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

蕁0248－53－4211

日帰り入浴
100円割引券
有効期限：Ｈ23.12.31

●１枚につき１名１回限り
有効、来館時に提出して
ください。
●年間利用券、回数券との
併用はできません。
●本券は現金との引き替え
はできません。

Coupon 11 お
め
で
た

お
く
や
み

鈴
木
　
正
明
さ
ん
　
78
才

深
澤
キ
ヨ
ノ
さ
ん
　
89
才

古
澤
ハ
ル
イ
さ
ん
　
88
才

お
い
わ
い

大
森
　
誠
さ
ん
・
睦
美
さ
ん

お
子
さ
ま
の
名
前
・
父
母
名

石
川
　
心
羽

み

う

ち
ゃ
ん

俊
幸
さ
ん
・
幸
恵
さ
ん

西
巻
　
愛
菜

ま

な

ち
ゃ
ん

隼
さ
ん
・
絵
里
さ
ん

鈴
木
　
未
來

み

く

ち
ゃ
ん

誠
さ
ん
・
恵
子
さ
ん

編
　
集
　
後
　
記

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
か
ら
“
脱
原
発
“
が
騒
が
れ
て
お

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
枯
渇
す
る
で
あ
ろ
う
化
石
燃
料
に
、
電
力
発

電
を
期
待
す
る
に
はC
O
2

削
減
の
問
題
も
鑑
み
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

主
役
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

電
気
を
使
っ
た
便
利
な
生
活
は
や
め
ら
れ
な
い
が
、
原
発
は
反
対
、

C
O
2

に
よ
る
温
暖
化
は
反
対
・
・
・
。
で
も
、
電
気
に
よ
る
快
適
な

生
活
は
、
な
か
な
か
手
放
せ
な
い
の
が
現
代
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

意
味
は
、
や
や
異
な
り
ま
す
が
、
『
卵
を
割
ら
ず
に
オ
ム
レ
ツ
は
作

れ
な
い
』
（
オ
ム
レ
ツ
を
作
っ
て
食
べ
た
い
が
、
卵
を
割
り
た
く
な
い

と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
結
局
オ
ム
レ
ツ
は
食
べ
ら
れ
な
い
）
。→

『
便

利
な
生
活
は
手
放
せ
な
い
が
、
原
子
力
発
電
や
地
球
温
暖
化
は
嫌
』
と

な
り
ま
す
。
美
味
し
い
オ
ム
レ
ツ
（
電
力
）
が
欲
し
い
の
で
あ
れ
ば
、

原
子
力
・
化
石
燃
料
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
既
成
概
念
軈
卵
の
殻
軋
を

割
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
第
１
７
７
回
通
常
国
会
に
お
い
て
、
『
電
気
事
業
者

に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
関
す
る
特
別
措
置
法
』

が
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
（
太
陽
光
、
風
力
、
水
力
、

地
熱
、
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
）
を
用
い
て
発
電
さ
れ
た
電
気
を
、
一
定
の

期
間
・
価
格
で
電
気
事
業
者
が
買
い
取
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
も
の
で
、

来
年
の
７
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
も
の
で
す
。
簡
単
に
説
明
す
る

と
住
宅
用
太
陽
光
・
風
力
・
地
熱
・
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
で
作
っ
た
電
気

を
電
力
会
社
の
送
電
線
に
つ
な
ぎ
送
り
ま
す
。
電
力
会
社
は
、
送
電
さ

れ
た
電
気
量
に
応
じ
て
、
決
め
ら
れ
た
価
格
で
買
取
代
金
（
接
続
や
契

約
締
結
に
応
じ
る
義
務
を
負
う
。
）
を
支
払
い
ま
す
。
こ
の
買
い
取
る

た
め
の
費
用
は
賦
課
金
（
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
）
と
し
て
、
電
気
を
利
用
す

る
み
ん
な
で
負
担
す
る
制
度
で
す
。

例
え
ば
、
４
kw
の
太
陽
光
発
電
（
標
準
的
２
０
０
万
円
程
度
）
を
設

置
し
た
ご
家
庭
の
場
合
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
作
っ
た
電
気
を
利
用
す
る

こ
と
で
、
月
々
の
電
気
料
金
は
約
７
、
０
０
０
円
が
３
、
６
０
０
円
程

度
（
自
前
で
発
電
し
て
電
気
を
ま
か
な
っ
て
い
る
分
、
電
気
使
用
量
が

減
る
）
に
下
が
り
ま
す
。
加
え
て
、
発
電
し
た
電
気
の
余
り（
余
剰
分
）

を
売
る
こ
と
で
、
月
９
、
０
０
０
円
程
度
の
売
電
収
入
が
得
ら
れ
る
と

い
う
仕
組
み
で
す
。
そ
の
う
ち
80
円
程
度
が
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
と
し
て
、

太
陽
光
設
置
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
負
担
し
ま
す
。
※
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
単

価
は
地
域
間
で
同
額
に
な
る
よ
う
に
国
が
調
整
し
ま
す
。

か
つ
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
天
候
に
左
右
さ
れ
、
原
子
力
や
火

力
に
比
べ
不
安
定
で
頼
り
な
い
が
従
来
の
定
説
で
し
た
。
し
か
し
、
リ

チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
開
発
に
各
自
動
車
メ
ー
カ
ー
や
電
気
産
業
各
社

が
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
今
日
、
余
剰
電
気
の
蓄
電
が
確
実
な
も
の
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
築
住
宅
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
は
、

７
、
８
割
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
小
さ
な
『
分
散
型
発
電
所
』
の
構
想
が

現
実
を
帯
び
て
き
て
お
り
ま
す
。

本
村
は
、
Ｆ
Ｔ
Ｔ
Ｈ
（
光
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
）
全
域
整
備
済
、
10
年

前
の
環
境
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。
街
全
体
を
分
散
型
発
電
所
と
し

て
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
す
る
手
法
が
望
ま
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
育
て
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
未
来
の
地
球
・
未
来
の

子
ど
も
達
の
た
め
に
地
域
み
ん
な
で
軈
卵
の
殻
軋
を
破
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軈
い
ず
み
太
郎
軋

村社会福祉協議会では、心配なことがあって困ってい
る方のために、毎月第２土曜日に心配ごと相談を行って
います。
※秘密は厳守しますので、お気軽にご相談ください。
◇日　時 11月12日貍 午前10時～12時まで
◇会　場 村保健福祉総合センター
◇相談員 村民生委員

年本初枝さん・三浦耕志朗さん
◇行政相談 行政相談委員　小林敏明さん
◇問い合わせ先

心配ごと相談　社会福祉協議会蕁54－1555
行政相談　総務課　　　　　　蕁53－2111

心配ごと相談所・行政相談
平成23年12月４日豸午前11時より、泉崎村保健福祉総合
センターにおいて、福島県ミニコンサート実行委員会（会
長　遠藤靖男氏）の主催により『泉崎村活性化事業　第１
回ミニコンサート』が開催されます。当日は、郡山市のア
コースティックバンドで夫婦デュオの『インザウィンド
（菊地一美さん・陽子さんご夫妻）』のお二人にご出演いた
だきます。入場は無料ですので皆さんぜひお越しください。
問い合わせ先　村保健福祉課　蕁５４－１５３３

東日本大震災と健康長寿を願ってミニコンサート

募集内容 児童厚生員補助員
所 在 地 関和久字八雲神社
勤 務 地 泉崎村児童館
業務内容 児童厚生員補助員
雇用期間 平成24年１月４日～平成25年３月31日
募集期間 平成23年11月10日～11月21日
賃　　金 日額6,560円～8,330円

（年齢により支給額が異なります）
雇用年齢 55歳まで
資格要件 資格不問（保育士、児童館勤務経験者尚可）
通勤手当 支給あり（２Km以上）社会保険加入あり
募集人数 １名
◆問い合わせ先 保健福祉課　蕁５４－１３３３

児童館臨時職員募集

福島県県南保健所主催講演会

「思春期青年期の心に寄り添うために」
４回にわたり開催します。講演会はどなたでも参加で
きます。参加費は無料です。
◇日時 11月22日貂 13：30～　　　　　　　　
◇内容
《13：30～》講演「思春期青年期の心に寄り添うために

～家族の心構え～」
《15：15～》家族交流会（希望者のみの参加）
◇講師 ＮＰＯ法人ビーンズふくしま

理事長　若月　ちよ　氏
◇会場 サンフレッシュ白河（白河市久田野城内31）
≪お申込み・問い合わせ先≫
福島県県南保健福祉事務所（県南保健所）
保健福祉障がい者支援チーム　
蕁 ０２４８－２２－５６４９
ＦＡＸ　０２４８－２２－５４５１



：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場
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なかよしクラブ　自由参加日
出前元気はつらつ教室（八雲）

人　口　　　　人　口　　 合　計　 世帯数
（９月１日現在）男 3,178人　　女 3,372人　　6,550人　　　1,985戸
（10月１日現在）男 3,175人　　女 3,363人　　6,538人　　　1,984戸

12/1
（木）

農

一 二 中

資

ト

育 幼

診

児

弓 ソ

公 さ

30
（水）

定例教育委員会
資源ごみの日

29
（火）

筋肉を貯える「貯筋会」
出前元気はつらつ教室（踏瀬）
燃えるごみの日

２
（金）

出前元気はつらつ教室（宿舘）
燃えるごみの日

18
（金）

出前元気はつらつ教室（関和久）
定例農業委員会
燃えるごみの日

土曜登録児受け入れ
泉崎村囲碁大会
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

１
（火）

筋肉を貯える「貯筋会」
環境安全点検日（職員）
ふれあいクッキング
クック＆クッキング
交通安全教室（交通安全母の

会）
燃えるごみの日

２
（水）

泉寿会
資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

４
（金）

地域懇談会（太田川）
燃えるごみの日

土曜登録児受け入れ
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

7
（月）

出前元気はつらつ教室（八雲）
地域懇談会（高根）

第23回ふくしま駅伝大会
福島県議会議員一般選挙
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

21
（月）

5
（月）

出前元気はつらつ教室（太田川）

6
（火）

3・4か月児　9・10か月児健診
燃えるごみの日

７
（水）

出前元気はつらつ教室（原）
資源ごみの日・粗大ごみの戸別
収集日

９
（金）

出前元気はつらつ教室（北平山）
燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

８
（木）

6・7か月児健康相談

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日８

（火）

なかよしクラブ自由参加日
出前元気はつらつ教室（原）
筋肉を貯える「貯筋会」

燃えるごみの日

9
（水）

出前元気はつらつ教室(宿舘）
地域懇談会

資源ごみの日 22
（火）

出前元気はつらつ教室（高根）
筋肉を貯える「貯筋会」
クラス懇談会・親子人形劇観
賞会
燃えるごみの日10

（木）

村民文化祭表彰式
出前元気はつらつ教室（北平山）
地域懇談会（八雲）

 

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

16
（水）

出前元気はつらつ教室（峠）
資源ごみの日

17
（木）

なかよしクラブ

15
（火）

筋肉を貯える「貯筋会」
功労者表彰式
燃えるごみの日

泉崎村芸能発表会
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

24
（木）

出前元気はつらつ教室（瀬知房）

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

11
（金）

避難訓練
地域懇談会（関和久）
燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

消防団防御訓練（外ノ入）
子ども体験クラブ
心配ごと相談所・行政相談所

開設
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

25
（金）

成人学級
燃えるごみの日・燃えないごみ
の日

e-村民そば打ち体験交流会
休日戸籍税務窓口開庁日
社協窓口開庁日

保

保

保

保

保

保

公

資

役
保

28
（月）

14
（月）

出前元気はつらつ教室（太田川）
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公
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